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神奈川異グ連の活動状況を伝える機関紙 ＜第１０９号＞ 

かながわ異グ連ニュース 

 

 

【 今月のコンテンツ 】                  

● 震災・・・その後の現状  JASPA取締役 千田 泰弘  氏    ････････････････ １  

● 連載企画：その１【 就業規則 】  オフィス 架け橋 松田 健 氏････････････ １ 

● 異グ連グループ活動訪問記事（西湘サロン／シフト２１／三浦半島経済人サロン）････ ２、３ 

● 異グ連会員グループ・プロジェクト状況             ････････････････ ４，５ 

● 産学官交流サロンコーナー                   ････････････････ ６ 

● 事務局コーナー                     ･･･････････････ ６ 

                   

 

＜ 震災・・・その後の現状 ＞                 JASPA 千田 泰弘 

 

先日、陸前高田市、大船渡市に行ってきました。既に震災後１００回以上現地に通いボランティアで行政や

地域の支援をしている若い人に案内され市役所の方などの話を聞いてきました。現地の惨状につきましては、

いまさら言うことはありませんが、遅々として進まない復旧作業の実態と、全く見えない将来の復興のビジ

ョンについて改めて非常に心配させられました。行政は、市、県、国いずれのレベルにおいても、相変わら

ず縦割りなどの前例踏襲 のやり方から脱皮しておらず、そこにチャンスと見て営利を求める企業、組織の存

続を図りたいとする特殊法人などが入り込んで無秩序に活動し、かえって混乱を助長しています。これは一

種の人災というべきものかもしれません。東京からのボランテイアが縦割りや前例踏襲の弊を解消するべく、

現地とコーディネートする姿にはびっくりさせられます。表現が適切ではないかもしれませんが「貧すりゃ

鈍する」という状態になっているのではないかと思えるような状況です。雪空の下、一面の荒涼とした廃墟

に立っていますと、この風景と今の状態がオーバーラップしてなりませんでした。 

 

オフィス架け橋 

 

行政書士 特定社会保険労務士   

松田 健 氏 

                                   

 

 

 

【連載 その 1】 

 

 

 

                                                                                                                 

                                              

 

 

 

＜ 西湘サロン訪問 ＞ 

発行：神奈川県異業種グループ連絡会議（議長 金究武正） 

発行責任者：専務理事(事務局長) 芝 忠  編集担当：宗和 正憲 

〒231-0015横浜市中区尾上町 5-80 神奈川中小企業センタービル５Ｆ 

TEL ０４５－６３３－５１４２  FAX ０４５－６３３－５１９４ 

http://www.kanagawa-iguren.com 

【 

就
業
規
則 

】 

 

就
業
規
則
を
ご
存
知
で
す
か
？ 

企
業
は
、
多
く
の
人
に
よ
る
組
織
的

な
活
動
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
関
わ
り
あ
う
労
働
者
の
数

が
多
く
な
れ
ば
、
色
々
な
考
え
に
よ

っ
て
生
じ
る
行
動
基
準
の
ズ
レ
が

企
業
運
営
を
阻
害
す
る
要
因
と
な

り
、
こ
の
こ
と
が
経
営
上
の
リ
ス
ク

と
も
な
り
ま
す
。 

 

こ
の
リ
ス
ク
を
軽
減
し
、
経
営
効

率
を
高
め
て
企
業
が
存
続
し
、
継
続

的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
職

場
に
お
い
て
何
を
す
べ
き
で
何
は

し
て
は
い
け
な
い
の
か
と
い
っ
た

ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
決
め
、
職
場
内

で
周
知
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
で

す
。 

 

こ
れ
ら
の
守
る
べ
き
職
場
ル
ー

ル
や
画
一
的
な
労
働
条
件
な
ど
を

ま
と
め
た
も
の
を
文
書
に
し
た
も

の
が
就
業
規
則
で
す
。 

判
例
で
は
、「
使
用
者
が
労
働
条
件

や
職
場
の
秩
序
に
関
し
て
統
一
的

か
つ
画
一
的
に
定
め
た
ル
ー
ル｣

が
、
合
理
的
な
範
囲
で
あ
る
以
上
、

そ
れ
に
よ
っ
て
全
て
の
労
働
者
が

拘
束
さ
れ
る
と
し
て
い
ま
す(

秋
北

バ
ス
事
件
：
最
高
裁
判
決
昭
和

4
3
.1

2
.2

5
)

。 

 

この度、オフィス架け橋の松田氏より投稿の打診を頂きましたので早速お目

にかかりました。同氏は会社と従業員の間の労働紛争を未然に防いだり、 

あるいは紛争が発生したときの相談、斡旋代理などを行なうことができる 

特定社会保険労務士として長年ご活躍されています。近年、労使間において

かなりトラブルも発生していることから今まで蓄積してきた情報を公開す

ることで多くの企業の皆様のお役立てて頂ければとの事でしたのでこの度

掲載をお願いすることにいたしました。情報も多岐にわたることから連載で

皆様に情報をお届けいたします。       広報担当： 宗和 

 

 

http://kakehashi-yokohama.

web.officelive.com/shiminhou

mu.aspx 

 

http://www.kanagawa-iguren.com/
http://kakehashi-yokohama.web.officelive.com/shiminhoumu.aspx
http://kakehashi-yokohama.web.officelive.com/shiminhoumu.aspx
http://kakehashi-yokohama.web.officelive.com/shiminhoumu.aspx
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＜ 西湘サロン 訪問 ＞                        広報担当:宗和  

              萬翠楼 福住  http://www.2923.co.jp/index.html 

 

11月 22日(火)箱根湯本にあります萬翠楼 福住さんで行われました第 35回西湘サロンに伺いました。 

このお宿の読みは（ばんすいろう ふくずみ）さん。小田急線の箱根湯本駅から徒歩 5分という立地にあ

り移動も非常に便利。創業は寛永 2年（1625年）と言いますから今から 386年前ということになります。 

 今回会議で利用させていただいたこの会場で、ご当主より宿の歴史やその背景を伺い館内をご案内頂きま

した。建物は明治時代に作られた和洋折衷様式で旧館は国の重要文化財指定となっています。 

建築家にとってはよだれが出そうなくらい繊細な作りで当時の建築水準の高さを物語っています。  

今では手に入らない建築材や技法に皆さんの視線も釘づけでした。                                       

この様な建築物を後世に残していくためには大変な努力もされておいででは 

なかろうかと感じた次第です。ホームページにも詳しく掲載されていますので 

のぞいていただけるとご当主もお喜びの事だと思います。 

 

館内ご案内後、今回のテーマである「人気キャラクター『ひこにゃん』 

を巡る、彦根市とデザイナーの争い」を河野国際特許事務所 所長・弁理士の 

穂坂 道子氏よりお話を頂きました。お互いの権利がどこまであるのか？  

このことはどの企業においても類似事例が少なからずありそうだと感じました 

基本的なことからお話頂き分かりやすかったのではなかろうかと思います。 

この西湘サロンは地元の役所の方やメディアの方なども何名かご参加頂いておりましたので官民の連携が

密なのですね。大いに参考になりました。 

 

 

第 3５回（１1月 22 日)西湘サロンの報告                    吉池正樹 氏 

 

今回は親睦を兼ね、「萬翠楼 福住」の温泉で開催しました。テーマ「人気キャラクター『ひこにゃん』

を巡る、彦根市とデザイナーの争い」で河野国際特許事務所 所長・弁理士 穂坂道子氏が、難しい題

材を図解でわかり易く説明して頂きました。要はキャラクター展開のスタート時の準備の不十分さがこ

の問題の原因になっているようです。質問も多く、議論も白熱し盛況でした。 

懇親会後は国の重要文化財の建物の部屋に 20名が泊めて頂き、天井絵、趣のある障子等。落ち着いた

和室の雰囲気を十分味わう事が出来ました。 

 

 

＜ シフト２１ 訪問 ＞                        広報担当:宗和 

 

11 月８日の定例会にお伺いしました。「自己分析からはじめる人生設計」をテーマに、整理収納アドバイ

ザー・インテリアオーガナイザーの利根川貴巳様からお話をいただきました。整理整頓が人生にもたらす

効果はかなりのものであるという事が再認識出来た次第です。すぐ整理する人、しない人、色々な方が次々

に手を挙げ発言されます。この議題で大いに盛り上がりあっという間に時間が過ぎました。積極的な発言

がこの会の核だという印象です。その後、懇親会にもお招き頂きました。ありがとうございました。 

  ＜11月定例会の様子＞      

                 

 

 

 

 

 

 

 

シフト２１は変革を目指す企業と人の交流を図るグループと

して、業種や業態を問わない幅広い交流を目的に定例会（原

則第 2火曜日）を開催しております。ゲスト参加大歓迎です。

お問合せは有村まで。(arimura-c@nifty.com)  

 

http://www.2923.co.jp/index.html
mailto:arimura-c@nifty.com
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 ＜ 三浦半島経済人サロン 訪問 ＞ 

広報担当:宗和 

 

11月 17日の第 47回三浦半島経済人サロンに参加してまいりました。場所は横須賀中央駅から徒歩 10分ほ

どにあります神奈川新聞社さん。いつもご厚意で会議室をお借りしているようです。道中、何人もの外人さ

んにすれ違うところはいかにも横須賀。箸をうまく使いながら牛丼を食べている姿も不思議ではありません。 

 

今回は（社）神奈川県工業協会の前専務理事の田嶋 洋一氏による「災害に強い中止用企業でありたい・・

BCP(事業継続計画)策定の支援」と題したお話を頂戴しました。 

BCPって皆さんご存知ですか？私は知らなかったのですがBusiness  continuity  planning の略で 

ウィキペディア百科事典によれば、競争的優位性と価値体系の完全性を維持しながら、組織が内外の脅威に

さらされる事態を識別し、効果的防止策と組織の回復策を提供するためハードウェア資産とソフトウェア資

産を総合する計画とあります。平たく言うと企業が自然災害や大火災、テロ攻撃など緊急事態に遭遇した際、

損害を最小限にとどめ、事業の継続または早期復旧を可能とする為に平常時に行うべき活動や緊急時におけ

る事業継続のための方法や手段などを取り決めておく計画のことです。 

ある程度の規模がある企業であればこのあたりの計画はマニュアルの中に組込まれている事も多いわけです

が中小の企業ではこの分野はまだまだ遅れているようです。今回参加された経営者の中で既に準備をしてマ

ニュアル化しているというところはほぼ無かったように記憶しています。 

 そんな中、今回のお話の中で特に興味を持ったのが神奈川県の地震被害想定調査結果です。 

例えば南関東地震が起これば・・・。なんと 62.7 兆円もの経済被害が予測されているようです。 

中小企業において緊急事態の際にいかに損失を防ぐのかは正に経営者に課せられた命題でしょう。 

  

               神奈川県地震被害想定調査結果の調べ方 

   

            神奈川県のホームページで公開しています。上記名称で検索するか又は 

右記のアドレスを検索。   http://www/pref.kanagawa.jp/cnt/f5151/ 
 

詳細情報を詳しく知りあいたい方は「e-かなマップ」を参照してください 

・震度分布図・液状化想定図・建物の全壊棟数想定図・火災による消失 

棟数想定図などを確認することが出来ます。 

 

 

 

【 サロンに参加して 】編集者：Sowa 

 

今回、3か所のサロンや会に参加させていただいきました。それぞれの会に特色があって地域の特産を 

生かしていたり一般の方なども交えながら会を進めていたりと会により色々なやり方があるのだなぁと感じ

た次第です。今後、全てに参加というわけにはいきませんが随時お伝えして参りたいと思います。 

 

       

       かながわ産業 Navi大賞 2012の募集がいよいよ始まります。 

       

 【募集期間】 平成 24年 2月 1日(水)～ 

【対象者】  神奈川県内に事業を有する中小企業者または個人事業者 

【対象事業】 中小企業が開発した製品・商品・技術・サービスなどで具体的に事業化されているもの 

       環境問題・保全への取り組や省資源化に優れているものなど 

  詳細はホームページにて  http://www.navida.ne.jp/sangyo/kanagawa/ 

 

http://www/pref.kanagawa.jp/cnt/f5151/
http://www.navida.ne.jp/sangyo/kanagawa/
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＜異グ連会員グループ・プロジェクト状況 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ＜ シフト２１ ＞ 

    新年プレゼン交流会 2012 （2012年 1月 28日（土）開催）プレゼン・展示・懇親会 

■日時： ・2012年１月 28日(土)14:30受付    

■会場： ・かながわ労働プラザ ４階 ５・６・７会議室 

■内容： ・14 時 30 分受付・展示ブース開場 

     ・15 時～ 17 時プレゼンテーション 

 ・17 時 15 分～ 19 時 懇親会（立食、名刺交換・ご歓談） 

■定員： 70名   ■参加費 ： 3,000 円/ 名 

 展示ブース利用料 1,000 円/ 社（1 社机１本、申込先着 10 社のみ） 

 プレゼンテーション参加費 1,000 円/ 社（1 社５分間、申込先着 10 社のみ）      

■お申込み：異業種交流会シフト２１事務局 有村まで arimura-c@nifty.com   携帯 090-1854-5334 

 シフト２１  http://shift21.jimdo.com/   

フェイスブック http://www.facebook.com/shift21.yokohama 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ● 韓国・大邸 日韓ビジネス交流会の報告 

シフト２１ 【http://shift21.jimdo.com/】       有村 知里 

12 月定例会は「中堅・中小企業のための、プロジェクト推進の課題とヒント」をテーマに、青木盛夫様（パーミエー

ション代表）にお話いただきました。プロジェクトとは「予算・目標が決まった有期限の仕事」ですが、経営でも一般

生活でもプロジェクトは無数に存在しています。そこで発生する様々な課題を解決し、円滑に進めるための鍵を握る存

在として、プロジェクトマネージャーの役割についてお話いただきました。 

青木さんが考える最良のプロジェクトは「戦わずして勝つ」というもの。まるで何事も無かったかのように淡々とプロ

ジェクトが進められて、成果をあげるというようにしていくことが、優れたプロジェクトリーダーではないかと。これ

までの仕事を反省しつつ、これまでの経験知を活かせるようにしていきたいと思いを強くした次第です。 

 

第１２４回・日韓ビジネス協議会の開催案内 

      

 １． 日時：２０１２年１月２５日(水）午後４時００分～５時１０分 協議会  ＊開始時間にご注意下さい。 

                     午後５時３０分～７時３０分 新年会 

２． 場所： 神奈川中小企業センタービル・・・５階 会議室 

           かながわ異業種交流センター（異業種グループ連絡会議）ＴＥＬ：０４５－６３３－５１４２ 

新年会場：日南じとっこ組合 関内店  横浜市中区尾上町３－４４ イセビルＢ１（関内駅徒歩１分）     

ＴＥＬ：０４５－６８０－６００８ 

 ３．会費： 1,000 円 、新年会費：3,000 円です。 

 

**************************************************************************************************** 

第１２３回協議会は下記内容で開催いたしました。 

１． 日時：２０１１年１１月３０日(水）午後３時００分～５時１５分         参加者： ２４名 

２． 場所： 神奈川中小企業センタービル・・・５階 会議室 

３． 内容：「2011産業技術フェア(ソウル)の開催報告」 

    （財）日韓産業技術協力財団 日韓中小企業情報交流センター所長  初瀬川 茂氏 

  ＊２０１１産業技術フェア（９月 28日～30日ソウルロッテホテル） 

    および 2011日韓部品素材調達商談会（11月 1 日～11月 2日ソウルＣＯＥＸ）の 2件について報告。 

    商談会では成約が数件決定している。 

 

  〇韓国・大邸 日韓ビジネス交流会の報告 

    (有）ホンダマシン 代表取締役 本田武士氏 

      ＊その他参加者の感想など 

  ＊１０月２０日（木）韓国永進専門大学で開催、日本企業、韓国企業 

    合わせて１００社程度が参加。１部交流会、２部商談会 

10 社限定、１社あたり 5 分間  

参加者全員による 30 秒自己紹

介も有り 

 

異業種交流会シフト
２１　プレゼン交流会2012.pdf

 

mailto:arimura-c@nifty.com
http://shift21.jimdo.com/
http://www.facebook.com/shift21.yokohama
http://shift21.jimdo.com/】
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(有）ホンダマシン 代表取締役 本田武士氏 

  ＊10月 20日（木）韓国永進専門大学で開催、日本企業、韓国企業合わせて 100社程度が参加。 

１部交流会、２部商談会。初めての大学主催の交流会でしたが大盛況であったようである。 

   参加者の西所長、高岡社長、藤原社長から感想が発表された。 

 

  ● 「部品素材工団投資誘致訪韓ミッションの報告」（財）日韓産業技術協力財団  部長 北林 均氏 

   ＊11月 26日～10月 28日 2泊 3日のツアー。 

    李大統領提唱による日本企業の韓国部品素材専門公団への投資促進が当初の目的。 

慶尚南道、光陽湾ＦＥZ（Ｆree Economic Zone)、工場見学、投資環境説明会、企業交流会など実施。 

 

  ●メイン講師 

      タイトル：「大不況下における中小零細卸の成功事例報告」 

          堀内税理士事務所 所長   堀内 龍文氏 

＊ 報告の趣旨と目的、日本の流通の基礎知識、日本の流通（小売）日本の流通システムと流通業界の

現状、成功事例の報告について説明。卸売り協議会 333 社が共同仕入れ共同開発。共同販売によっ

て利益確保に成功。72社が 21％～22％の 2,000億円利益を上げている。中小零細卸業は人口密度に

よって取引条件、坪当たりの売り上げ中間流通として存在価値を確立。 プライベートブランドの

確立は販路の拡大に貢献する。 

 

セミナーのご案内   主催：ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ集団「C&S ｸﾞﾙｰﾌﾟ」 後援：異グ連 

        公的補助金の申請と獲得の秘訣   ～応募から採択後の書類作成まで～ 

【日時】 平成 14年 1月 20日(金) 14:00～17:00 

【会場】 かながわ労働プラザ 4階 第 4会議室   横浜市中区寿町１－４ TEL：045-633-5413 

                ｱｸｾｽﾏｯﾌﾟ：http://www.zai-roudoufukushi-kanagawa.or.jp/l-plaza/ 

【講師】  中小企業診断士  松井 利夫 氏     

【受講料】 1,000円（会場費及び資料代）          中小企業の事業主にとって利用しやすい 

【定員】  25名                    新商品開発、経営革新、ものづくり等の 

【申込方法】FAXまたは E-MAILでお申込み下さい      補助金を中心に補助金獲得の秘訣を具体的 

FAX：045-633-5192（C&S ｸﾞﾙｰﾌﾟ事務局）    事例を交えて説明、応募から採択後の書類 

E-MAIL：toshio_matsui@move.biglobe.ne.jp  作成までの心構えをやさしく説明します。 

【締切日】 平成 24年 1月 16日(月) 

 

【 今月のスケジュール 】 
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産学官交流サロンコーナー 

 尾上町サロン 西湘サロン 

第 36回 

三浦半島経済人サロン 

第 48回 

神奈川新産学公交流 

サロン・横浜 第 47回 

日程 原則第一・第三金曜日 

17:15～19:30 

1月 16日（月） 

18：00～20：00 

開場は 17:30～ 

1月 18日（水） 

18:00～20:20 

開場は 17:30～ 

12月 21日（水） 

18:00～19:30 

19:40～21:00（忘年会） 

場所 神奈川中小企業センター5

階 異グ連事務所 

 

小田原市第三区公民館 

小田原市栄町 1-16-41 

栄町交差点より徒歩 1分 

駐車場無 注意 

神奈川新聞社 横須賀支社 

５階会議室 

横須賀市小川町 21-9 

神奈川中小企業センタ

ー5階 会議室 

 

異グ連 

連絡先 異グ連（芝、八幡、鈴木） 異グ連（島津、吉池、芝） 異グ連（八幡、鶴野） （織方、岡田、杉本、芝） 

内 容 自由なテーマで進行 

（テーマの事前予約 OK） 

参加費:1,000円 

 

ぶらり参加者大歓迎！！ 

「地域ブランドへの思い

を込めた商品提供」 

耕栄ﾌｧｸﾄﾘｰﾌｧｰﾑ代表 

中川 正義氏 

参加費:1,000円 

 

「携帯電話の新たな活用 

AR 技術による意外な映像の

実現」 

(株)アップスゲート 

代表取締役：市川拓哉氏 

参加費:1,000円 

「会計事務所が取り組

む売り上げアップのた

めの成功事例」 

税理士法人みなと財務 

槇 龍二 氏 

参加費 1,000円 

忘年会費 2,000円程度 

         ＊ 異グ連連絡先につきましては最終ページ下部をご参照下さい

 

＊【池谷文庫開設】 商業関連、地域活性化の関連本の贈書がありましたのでどうぞご活用下さいませ。 

事務局のコーナー   

前回発行させていただきました 108号の異グ連ニュースはいかがでしたでしょうか？ 

私が耳にしたところでは概ね「良い」との評価だった様に思います。 

今回は実際にお伺いしましたグループやサロンの活動状況をお届けいたしました。 

「このような活動をしている」という事を皆様にお伝えすることはとても重要なことだと考えています。 

この広報活動を通じてグループ内に留まらず地域や枠を超えた横の交流が始まれば企業や地域が一気に活性化

する事でしょう。近年、大手企業間では M&A をはじめ、私たちが考えもつかなかった企業同士のコラボレー

ション商品が誕生するなど水面下では生き残りをかけた企業戦略を次々に生み出しています。 

その様な時代の中で企業を経営される代表の方々にとって時代の流れを今以上に敏感につかんでいくことが求

められるのではないでしょうか？ 

 

「かながわ異グ連ニュース」は多くの皆様方からのご意見や投稿、感想などを頂戴し、情報を共有する事によ

って未来へつながる「役立ち情報誌」となります。お気軽にご投稿下さいませ。 

お伺いできる範囲であれば取材にもお伺いします。尚、自薦・他薦は問いません。 

ご意見、感想などあればこちらまでお願いします。 mail masahito@ab.bb-east.ne.jp 

神奈川県異業種グループ連絡会議 交流アドバイザーが詰めております、気軽にご連絡ご相談ください（無料） 

【月】 ①②④荒 直孝 ③⑤村田和彦 【火】 八幡 敬和 児玉 英二   【水】杉本 明子 （芝 忠）     

【木】 松井 利夫   【金】 ①③⑤魚崎 誠也 ②④織方盛男  【土、日、祭日】は休業 

〒231-0015横浜市中区尾上町 5-80神奈川中小企業センタービル５階  神奈川異グ連事務局 

T/F 045-633-5142/045-633-5194  URL：http://www.kanagawa-iguren.com  Mail：iguren@kanagawa-iguren.com 

より良い紙面にしていくため皆様からの投稿、ご意見をお待ちしております。お問い合わせ、連絡先は下記の通り。 

（会報編集担当）mail masahito@ab.bb-east.ne.jp 宗和（そうわ）携帯：090－5556－8238 

神奈川異グ連への連絡問合せは、上記事務局当番者 Tel: 045-633-5142  Fax: 045-633-5194 まで。 

よいお

年を！ 
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